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消化器外科Ⅱに、通院又は入院中の／過去に通院又は入院された患者さんま

たはご家族の方へ 

臨床研究に関する情報 
 
当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、患者さんの診療情報を用

いて行います。このような研究は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指

針（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号、令和 5年 3月 27 日一部改

正）」の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされております。この研究に

関するお問い合わせなどがありましたら、以下の連絡先へご照会ください。 
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[研究の目的]  膵神経内分泌腫瘍の治療パターンと生存に関連する因子を調査するため 

[研究の方法]  

○対象となる患者さん 
神経内分泌腫瘍（高分化膵神経内分泌腫瘍のグレード３と低分化膵神経内分泌癌）の

患者さんで、2010 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日までの間に当院で腫瘍に対す

る治療を受けた方 
○利用する情報：2025 年 2 月 28 日までの情報を収集します。 

情報：診断名、年齢、性別、既往歴、生活習慣に関する情報、BMI、腫瘍の臨床診断
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情報・病理学的情報、画像情報（CT、DOTATOC、FDG-PET、MRI、EUS）、化学療

法に関する情報、手術療法に関する情報、摘出標本の病理学的情報、フォローアップ

の情報（生存の有無、最終経過観察日、再発の有無、再発した場合は再発日・部位） 
 

〇送付方法 
上記のカルテ情報は、患者様のお名前や生年月日など容易に個人が把握できる情報を

コード化し、データ解析のために、研究代表機関のオランダ アムステルダム UMC に、

電子的配信で送付します。 
 

○オランダにおける個人情報の保護に関する制度に関する情報について 
個人の権利利益を保護する上で我が国と同等の水準にあると認められる個人情報の保

護に関する制度を有しています（平成三十一年一月二十三日時点における欧州経済領域

協定に規定された国）。 
 

○提供した情報の取り扱い 
本院外へ提出したデータは、研究終了から 5 年もしくは論文等の発表から 3 年まで保管

され、その後は電子記録上の抹消を行う。本研究で得られた研究対象者の情報は、研究計画

書作成時点では特定されない将来の研究のために用いる可能性がある。その場合には、改め

て研究計画書を作成又は変更し、必要に応じて審査委員会の承認及び、研究機関の長の許可

を得る。 

[研究実施期間] 
実施許可日(情報の利用開始：2025年2月頃)～2029年12月31日 
 
この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりた

い場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせするこ

とができます。 
研究に利用する患者さんの情報に関しては、お名前、住所など、患者さん個人を特定

できる情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されま

すが、その際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたします。 
 
＊上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。 

[北海道大学病院の連絡先・相談窓口] 

北海道札幌市北区北 14 条西 5丁目  

北海道大学病院消化器外科Ⅱ 担当医師 田中 公貴 
電話 011-706-7714  FAX 011-706-7158  

[研究代表機関の連絡先・相談窓口] 

医療機関名：Amsterdam UMC, location University of Amsterdam, Department of 

Surgery, Amsterdam, The Netherlands   

担当医師：Els Nieveen van Dijkum 


